
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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福井大学生協

総代交流会
取り組み概要

日時：2024/5/10 18:20〜20:00
場所：Cafeteria 味彩（食堂）
参加者数：総代45人

POINT.1

組合員の代表の総代であっても、「大学生協とは？」と聞かれると
回答に困ってしまうこともあるかと思います。ただ漠然と要望を出し
てもらうと、基本的には大学への要望へとなることが多くなります。

しかし、福井大学生協では、「大学生協で何ができるのか」、
「SoSen部（学生委員会）が何をするのか」等をしっかりと伝え、総
代の皆さんにも「大学生協ができること」を中心に議論してもらうよ
うな環境をつくっていました。

福井大学生協とは？SoSen部とは？

POINT.2

一通りの説明が終わった後は、総代どうしで「大学生協にやってほ
しいこと」、「SoSen部にやってほしいこと」を議論していました。
実際の大学生の生活を軸に議論し、最後は全体で発表することで、

自班以外の総代にも意見を発信していました。
中には、メインキャンパス以外の総代の方もいて、貴重な意見を聞

くことができていました。

大学生協にやってほしいこと

背景や概要：総代に集まってもらい、今
までの大学生活の中での不満点や大学生
協への要望などを議論した。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 志村 颯太 ] 

Shimura.Souta@univ.coop

POINT.3

議論が終わったら、お楽しみとして、夕飯が用意されていました。
様々な料理が用意されていて、食事をしながら交流をすることができ
ていました。
前述の議論でも、交流はできますが、このような他愛もない話がで

きるとさらに総代同士、総代と学生委員の仲が深まり、大学生協への
要望が出しやすくなっていきます。
また、自炊キットを用いた料理も提供することで、組合員の自炊へ

の意識の向上へもつとめていました。

話し終わったら…？
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